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NTDs の複数の疾患を一括で診断するための抗原レパートリーの選択が進んでいることは評価でき

る。また、衛星を利用した革新的なサーベイランスにより、その罹患率や地理的分布を疾患・国ごと

に調査することは、アフリカ各国の公衆衛生対策担当者が介入すべき地域を検討する上で有用な情報

となることが期待できる。また、WHO との連携に向けて開催した UHC フォーラムサイドイベントで

日本の研究者の活動をアピールしたことは優れた取組として、さらに計画を具体化して実施すること

を期待する。 
ケニアでの調査は着実な成果が上がってきているが、一方において、エジプト、コンゴ民主共和

国、ナイジェリアでの調査は、法令等の制限により当初計画より遅れており、各国の状況に合わせた

展開が必要である。また、診断キットの開発では、その診断系の最適化について、５種類の病原体に

ついて検査特性を評価するのに十分な臨床検体を確保が必要である。今後、開発した診断キットを恒

常的に利用できる道筋も含めて、研究計画を立てることを期待する。 


